　　　　　　　　　　　　　様
福島の子どもたちに対する「20ミリシーベルト」基準の撤回と

被ばく量の最小化のための措置を求めます　

　　　　　に居住する有権者の一人として、お願いがありファックスをお送りいたします。子ども達を放射能から守るために、日本政府に以下の点を要請してください。
1. 4月19日に文科省が示した学校等の校舎・校庭等の「20ミリシーベルト基準」の撤回と、現行の１ミリシーベルト基準の維持してください
2. 子どもの被ばく量を最小化するためのあらゆる措置を政府の責任で実施すること。また、自治体や市民団体、個々の市民自らが被ばく量を低減するために行う除染・自主避難・疎開などの自主的な取り組みに対し、最大限の支援を行うよう政府に働きかけること
3. 被ばく量は、内部被ばくを考慮に入れること
4. 屋外で3.8マイクロシーベルト／時以下になったとしても、モニタリングを継続するようこと

· 3.8マイクロシーベルト／時は、労働基準法で18歳未満の作業を禁止している「放射線管理区域」（0.6マイクロシーベルト／時以上）の約6倍に相当する線量です
· 20ミリシーベルト／年はドイツの原発労働者に適用される最大線量に相当します
· 原発労働などによって白血病を発症した場合の労災認定基準は、５ミリシーベルト×従事年数で、過去、実際に白血病の労災認定を受けているケースで、20ミリシーベルト／年を下回るケースもあります
· 子どもの感受性の強さや内部被ばくを考慮に入れていないこの基準により、子どもの被ばく量を低減するための学校・自治体の自主的取り組みが、実際に阻害されています
私たちの代表として、ぜひ福島の子供たちを守るために、政府に対し声を上げてください。
住所（連絡先）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
名前　　　　　　　　　　　









